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①
「
尾
瀬
の
管
理
の
あ
り
方
」
１ 

富
澤
克
禮
（
テ
ー
マ
リ
ー
ダ
ー
） 

阿
南
寿
範
（
東
九
州
支
部
）、
永
島
勲
（
尾
瀬
自
然

保
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）、上
幸
雄（
山
の
エ
コ
ー
）、

河
野
悠
二
（
東
京
多
磨
支
部
）、
西
谷
隆
亘
（
東
京

多
磨
支
部
）、
桜
井
昭
吉
（
越
後
支
部
）、
坂
東
明

文（
四
国
支
部
）、山
科
健
一
郎（
東
京
都
文
京
区
）、

大
塚
治
子
（
東
海
支
部
）、
井
藤
恵
美
子
（
東
海
支

部
）、
西
條
好
廸
（
岐
阜
支
部
）、
高
橋
守
男
（
群

馬
岳
蓮
）、
永
見
瑞
樹
（
尾
瀬
高
校
生
徒
）
森
武
昭

（
自
然
保
護
委
員
会
担
当
理
事
）、
小
泉
武
栄
（
自

然
保
護
協
力
委
員
・
東
京
学
芸
大
学
教
授
）、 

 

テ
ー
マ
リ
ー
ダ
ー
か
ら
、
尾
瀬
の
管
理
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
東
電
の
原
発
事
故
に
よ
り
発
生
し

た
問
題
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
ま
た
、
こ
の

討
議
の
目
的
は
、
一
定
の
結
論
を
出
す
こ
と
で
は

な
く
、
参
加
者
全
員
の
自
由
な
意
見
を
出
し
合
う

こ
と
で
あ
る
と
の
話
が
あ
り
、
参
加
者
の
簡
単
な

自
己
紹
介
の
あ
と
、
意
見
交
換
に
入
っ
た
。 

主
な
発
言
内
容
次
の
と
お
り
。（
発
言
順
） 

○ 

山
岳
団
体
自
然
環
境
連
絡
会
か
ら
の
意
見
書 

 
 
 

 

 
 

の
提
出
を
機
に
、
環
境
省
か
ら
意
見
交
換
の

場
を
作
っ
て
欲
し
い
と
の
提
案
あ
り
。
近
く

開
催
の
予
定
。
環
境
省
は
、
自
然
保
護
活
動

団
体
を
応
援
団
と
思
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。 

○ 

当
面
の
問
題
は
、
尾
瀬
国
立
公
園
の
土
地
の

４
割
を
所
有
し
、
２０
キ
ロ
の
木
道
を
管
理
し

て
い
る
東
電
が
予
算
の
削
減
等
で
今
後
ど

の
様
に
な
る
か
が
心
配
で
あ
る
。
片
品
村
を

訪
問
し
て
話
し
合
っ
た
時
も
、
従
来
通
り
の

民
間
企
業
と
し
て
の
援
助
が
期
待
で
き
る

か
心
配
し
て
い
た
。
東
電
の
経
営
環
境
が
ど

う
変
わ
る
か
に
よ
り
、
不
確
定
要
素
あ
り 

○ 

尾
瀬
の
土
地
の
所
有
と
管
理
は
引
き
続
き
東

電
が
行
う
べ
き
で
あ
る
。 

○ 

ガ
イ
ド
問
題
も
管
理
と
い
う
面
か
ら
は
、
重

要
で
あ
る
。
尾
瀬
の
ガ
イ
ド
に
つ
い
て
は
、

認
定
ガ
イ
ド
制
度
を
採
っ
て
お
り
、
特
に
問

題
は
な
い
。
こ
の
点
は
昨
年
取
り
上
げ
た
屋

久
島
の
と
は
ガ
イ
ド
制
度
と
は
違
う
よ
う

で
あ
る
。 

○ 

東
電
に
と
っ
て
は
、
尾
瀬
は
環
境
問
題
に
力

を
入
れ
て
い
る
と
い
う
シ
ン
ボ
ル
・
マ
ー
ク

の
よ
う
な
も
の
で
、
尾
瀬
を
手
放
し
た
く
は

な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
原
発
問
題
は
、
東

電
は
異
存
率
が
低
い
の
で
節
電
に
よ
り
切

り
抜
け
ら
れ
る
。
関
西
電
力
ほ
ど
深
刻
で
は

な
い
。 

○ 

従
来
の
様
に
、
尾
瀬
に
金
を
使
う
こ
と
が
、

賠
償
問
題
や
電
力
料
金
値
上
げ
と
の
絡
み

で
、
国
民
感
情
と
し
て
許
さ
れ
る
の
か
が
大

き
な
問
題
で
あ
る
。 

○ 

尾
瀬
の
土
地
の
売
却
と
い
う
話
し
が
出
た
こ

と
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
時
は
、
外
国
人
に
買

わ
れ
た
ら
大
変
だ
と
思
っ
た
。
今
は
様
子
が
、

変
わ
っ
て
来
て
い
る
よ
う
だ
。 

○ 

外
国
人
に
買
わ
れ
る
こ
と
は
許
せ
な
い
。
尾

瀬
で
定
期
的
に
測
定
調
査
を
し
て
い
る
が
、

放
射
能
の
影
響
か
、
あ
る
値
が
過
去
に
な
か

っ
た
異
常
値
を
示
し
た
の
で
植
生
へ
の
影

響
が
心
配
で
あ
る
。
ま
た
、
シ
カ
の
食
害
等

に
つ
い
て
の
調
査
も
必
要
で
あ
る
。
（
測
定

方
法
・
測
定
値
に
つ
い
て
意
見
交
換
あ
り
） 

○ 

平
成
１８
年
の
「
尾
瀬
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
も
様
々

な
問
題
を
提
起
し
て
お
り
、
具
体
化
の
提
言

を
行
っ
て
い
る
が
、
今
回
の
原
発
の
問
題
で

そ
の
実
現
が
、
複
雑
か
つ
困
難
に
な
っ
た
。 

○ 

こ
の
問
題
を
東
電
と
い
う
一
企
業
に
押
し
付 

け
て
よ
い
の
か
。
た
か
り
感
情
の
よ
う
に
思 

え
る
。
国
有
化
と
言
っ
て
も
、
国
立
公
園
関 

連
予
算
は
少
な
く
難
し
い
と
し
た
ら
、
ト
ラ 

ス
ト
制
度
等
を
考
え
る
こ
と
は
ど
う
か
。 

○ 

受
益
者
負
担
と
い
う
こ
と
で
、
入
山
料
を
取

る
べ
き
で
あ
る
。 

○ 

入
山
料
と
同
時
に
、
関
心
の
あ
る
人
か
ら
の 

寄
付
金
制
度
等
も
併
用
し
た
ら
ど
う
か
。 

■
分
科
会 

 


